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［Ⅰ］ 

問１  ア：2.0×10－3 イ：11.3 ウ：5.15 

問２  エ：9.4 

問３  オ：乳酸 カ：縮合 キ：ポリ乳酸 ク：生分解性ポリマー 

 ケ：セルロース A：(え) 

 

［Ⅱ］ 

問１  ア：遷移 イ：王水 ウ：酸化 エ：CuCO3･Cu(OH)2 

 オ：CuO カ：Cu2O 

問２  (1)  い (2)  い (3)  う 

問３  発生する気体：NO 

理由：銀はイオン化傾向が水素より小さいから。 

問４  キ：AgF ク：5×10－13 ケ：Br－ コ：Cl－ 

 サ：[Ag(S2O3)2]
3－  

問５  シ：99  ク：45 

 

［Ⅲ］ 

問１   

 

 

問２  二量体の割合：増加する。 

理由：分子数が減る方向に平衡が移動するから。 

問３  C7H6O3 

問４  有機溶媒中でカルボン酸Aはすべて二量体になっているが，カルボン酸 Bは全て単量体として存在している。 

従って，溶質の物質量はAに比べて Bは 2倍となっているから。 

問５  A： B： 

 

 
 

問６  カルボン酸 Bは分子内でカルボキシ基のO原子とオルト位のヒドロキシ基のH原子との間で分子内水素結合を 

形成するため，カルボキシ基の電離度が大きくなる。しかし，カルボン酸Aでは分子内の水素結合は形成しないので。 

 

［Ⅳ］ 

問１  ア：カルボキシ イ：アミノ ウ：必須 エ：双性イオン オ：等電点 

 カ：グリシン キ：鏡像（または，光学） ク：L 

 a：相手にプロトン（または，H＋）を与える 

 b：相手からプロトン（または，H＋）を受け取る 

問２   

 

 

 

 

問３  ニンヒドリン 

問４  名称：アセトアルデヒド 構造式： 

問５  4.4 g 

問６  分子式：C8H17NO2 構造式： 



講評 

 理科 2科目で 120分，大問 4題。 

去年（例年）より一気に易しくなった。何より，理論の面倒な計算が全くといっていいほど無くなり，計算はすべて 

標準レベルまでであった。 

[Ⅰ] 中問 3題。問 1 アンモニア水の電離平衡の計算 3題は頻出。 

問 2 熱化学の計算も基本。 

問 3 生分解性ポリマーの知識も基本的である。 

[Ⅱ] 中問 3題，A では，Au, Ag, Cuの性質の違い（問 3）が意外に得点できない受験生がいたかもしれない。 

Bの溶解度積や，C の硫酸銅(Ⅱ)五水和物の 2題の計算は，確実に得点したい。 

[Ⅲ] サリチル酸と p‐ヒドロキシ安息香酸の違いを二量体という視点からとらえた問題。問 6 の電離定数の違いの論述

が表現（記述）しにくいものであった。 

[Ⅳ] アミノ酸についての小問 6題。 

問 1 穴埋め 10題はすべて基本。 

問 2 水溶液中の‐アミノ酸の構造式 3つも教科書レベル。 

問 3 ニンヒドリンの構造式については，04年に昭和大で，唐突に「ニンヒドリンの構造式を書け」という出題もあり，

このレベルの受験生にとっては確実に知っておきたい知識であった。 

問 4 反応式が与えられているので，各元素の原子数から 3CH CHOは求められる。 

問 5 きれいに 0.1molの質量である。 

問 6 ‐アミノ酸の意味と条件から，構造式は書ける。 

 

 結局のところ，[Ⅲ]の理解が合否を分けたのではないか。[Ⅰ]･[Ⅱ]の例年に比べれば，はるかに易しい計算問題を確実

にとれば，かなりの高得点になるであろう。 
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